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船舶事故調査報告書 

 

                               令和８年８月５日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 火災 

発生日時 令和７年７月３１日 １４時１０分頃 

発生場所 東京都新島
にいじま

村新島南方沖 

 新島灯台から真方位１７７°５.４海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３４°１４.６′ 東経１３９°１６.５′） 

事故の概要  プレジャーボート三和
さ ん わ

丸は、航行中、機関室から火災が発生した。 

 三和丸は、船舶所有者を含む３人が行方不明となり、機関室等に焼

損を生じ、その後全焼して沈没した。 

事故調査の経過  令和７年８月１４日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で行方不明となったた

め、行わなかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート 三和丸、１４トン 

 ２４１－１３１７９東京、個人所有 

 １２.７８ｍ（Lr）×４.２４ｍ×１.３９ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、船内機、５５１.６kＷ、平成６年６月 

 乗組員等に関する情報 船舶所有者（以下「所有者」という。） ７８歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成１７年２月１８日 

  令和７年２月１７日をもって失効していた。 

同乗者Ａ ７６歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 昭和５４年１１月１５日 

  免許証交付日 令和４年５月１２日 

         （令和９年１２月１０日まで有効） 

同乗者Ｂ ７６歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 昭和５０年１月１７日 

  免許証交付日 令和６年１月１２日 

         （令和１１年６月１４日まで有効） 

 死傷者等 行方不明 ３人（所有者、同乗者Ａ、同乗者Ｂ） 

 損傷 機関室、甲板上の船体構造物等に焼損（全焼）を生じた後に沈没 
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 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北東、風力 ７、視界 良好 

気温 ２７.９℃ 

海象：波向 北東、波高 約２ｍ 

 事故の経過  本船は、所有者、所有者が経営する会社の関係者である同乗者Ａ及

び所有者の知人である同乗者Ｂが乗船し、島間を移動する目的で令和

７年７月３１日１３時００分頃東京都三宅村三宅島に向けて、新島村

新島港を出港した。 

 本船は、出港時及び本事故当時、所有者が操縦免許を失効してお

り、同乗者Ａ及び同乗者Ｂのうち、いずれが船長であったかは不明で

あった。 

 本船の保守整備の経験を有する所有者の別の知人（以下「知人Ａ」

という。）は、１４時０５分頃～１０分頃新島南方沖５Ｍ付近で航行

中の本船の所有者から携帯電話で本船のえ
．
い
．
航を依頼された。その時

の機関室及び主機は、次のような状態であるとのことであった。 

 ① 機関室内が煙で充満してよく見えない。浸水はしていない。 

 ② 主機は、冷却清水温度過高警報が表示されているが、冷却海水

が船尾部舷側から船外排出されている。潤滑油圧力低下警報も表

示されている。 

 ③ 主機のクラッチを接とすることができない。 

 知人Ａは、新島港から遠方にいたので本船がいた場所に行くことが

できず、また、所有者とのやり取りから緊急事態であるものの差し 

迫った危険がないと思い、所有者に対し、事態の悪化を防ぐために主

機を停止することを助言して他の人にえい
．．

航を依頼するよう伝えた。 

 その後、所有者は、所有者の親族（以下単に「親族」という。）に

対し、機関室から煙が出ている旨の連絡を行って救助を依頼した。依

頼を受けた親族は、所有する小型船舶（以下「Ａ船」という。）で本

船の救助に向かった。 

 新島村式根島港にいた漁業関係者（以下「漁業関係者」という。）

は、式根島と三宅島との間の海域で煙が上っているのを見て、同港の

東方にある高台に移動して海上から立ち上る煙が南方の東京都神津島

村神津島の方向に流れていくのを認め、１４時５０分頃海上保安庁に

携帯電話で通報した。 

 親族は、１５時２５分頃、本船から立ち上る煙を視認しながらＡ船

で事故発生場所付近に到着し、船体から火炎が上がっているのを確認

した。また、周辺を見回して所有者、同乗者Ａ及び同乗者Ｂを捜した

ものの、３人の姿は見当たらなかった。 

 親族は、１５時３１分頃１１８番通報を行って救助を要請した。 

 本船は、船体全体に延焼して、甲板上の船体構造物が焼失し、その

後１６時１５分頃沈没した。 

（写真１ 参照） 
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 海上保安庁は、巡視船及び航空機で所有者、同乗者Ａ及び同乗者Ｂ

の捜索を行った。同じ頃、新島、式根島、神津島及び周辺の島からも

捜索船が出て捜索に当たったところ、事故発生場所の周辺海域で海面

に浮遊している焼損した作業着及び浮標を回収した。（写真２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 捜索時の回収物（漁業関係者提供） 

 

 海上保安庁は、専従捜索を８月３日まで継続し、その後、通常哨
しょう

戒に合わせて捜索を実施している。 

 令和８年５月末現在、所有者、同乗者Ａ及び同乗者Ｂは行方不明で

ある。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 (1) 所有者に関する情報 

   所有者は、新島村に所在する会社を経営していた。 

(2) 機関室の設備等に関する情報 

   本事故当時の機関室の設備に関する点検整備の履歴の詳細は不

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浮標（拡大） 

作業着及び浮標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船における火災の状況（親族提供） 
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*1 「小型船舶の火災・爆発事故防止のために」、日本小型船舶検査機構、平成２２年７月発行、

https://jci.go.jp/jikomanual/pdf/kasai_bakuhatsu.pdf 

明であった。 

   知人Ａは、本船の機関室設備及び火災の状況について、次のと

おり説明した。 

  ① ３年程度前まで、所有者から依頼を受けて本船の機関に関す

る保守整備を行っていた。それ以後の点検整備は不明である。

また、時期は不明であるが、過去に所有者から主機が過熱して

運転できなくなったと連絡を受けて、本船をえい
．．

航したことが

あった。 

  ② 本船は、船体中央から船尾にかけて機関室が、甲板上に船室

が、同船室の上層に操舵室が設置されていた。操舵室の船首側

の両舷には、通風機が内蔵された通風筒及び通風ダクトが設置

されていた。 

   （図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 小型船舶の火災等の原因 

   文献*1によれば、小型船舶の火災等の原因について、次の情報提

供が行われている。 

  ① 電気系統（短絡、漏電等） 

    火災原因で最も多いのは電気系統である。 

   ａ 電線 

     電線の劣化等によって短絡や漏電が起き、発火して周辺の

可燃物に燃え移る。 

   ｂ バッテリー及び配電盤  

     バッテリーや配電盤の端子に緩みがあると接触部分の電気

抵抗が大きくなって発熱する。また、バッテリーは充電時に

水素ガスを発生する。水素ガスは短絡等による火花で爆発の

要因となる。 

   ｃ レセプタクル等 

     レセプタクル（差込み口）とプラグとの隙間に溜
た

まったほ

 

 

 

 

 

 

 

図１ 船体構造の概略 
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こりが湿気を帯び、プラグ両極間で火花放電が繰り返され、

発熱、発火する。 

  ② 機関系統 

   ａ 燃料油及び潤滑油の漏れ 

     燃料や潤滑油が高温の機関室内で漏れると火災発生の要因

となる。特に、ガソリンは気化すると低い所に滞留し高い引

火性を有しているので、特段の注意が必要である。 

   ｂ 排気管等の高温部による発火 

     排気管は特に高温になる部分であり、漏えいした燃料油や

潤滑油等がかかって発火する事例や冷却装置の故障により主

機がオーバーヒートして排気管被覆材が燃える事例が多発し

ている。 

分析 

 乗組員等の関与  

船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

あり 

なし 

(1) 本船は、新島南方沖で航行中に運航不能となり、所有者が知人

Ａ及び親族に対して機関室内に煙が充満していることを連絡して

おり、その後、火災の発生が確認されていることから、同室から

出火したものと考えられる。 

(2) 所有者は、主機の冷却清水温度過高及び潤滑油圧力低下の両警

報の表示、並びに機関室内で煙が充満していることを確認してい

たことから、本事故当時、機関室内で次の状況が生じて出火した

可能性があると考えられるが、所有者等が行方不明であること及

び本船が沈没して物理的な情報が得られなかったことから、火災

に至った状況を明らかにすることができなかった。 

  ① 主機が、摺動部で焼付きを生じて過熱し、潤滑油等が発煙し

て発火した。 

  ② 通風ダクト内の電気配線が、煙に過熱されて被覆を溶損し、

短絡して火花が可燃物に引火したり、被覆自体が燃えたりし

た。 

(3) (1)及び(2)から、本船は、機関室から火災が発生して船体に延

焼したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、新島南方沖で航行中、機関室から火災が発生し

たものと考えられる。 

再発防止策 

 

 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・小型船舶の船長は、航行中、主機の運転状態を確認して、潤滑油

圧力、冷却清水温度等が正常な状態であることを把握し、過熱や

発煙の兆候がある場合、自船の周囲の安全を確認後、直ちに主機
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

を停止して点検を行うこと。 

 ・小型船舶の船長は、ふだんから機関室に設置された電気配線、電

気機器等の状態、機関からの燃料油及び潤滑油の漏れの有無、排

気管の状態等の点検を行い、必要な整備を行うこと。 

 ・小型船舶の船長は、運航不能となった場合、海上保安庁に救助を

要請すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故発生場所 

（令和７年７月３１日  

１４時１０分頃発生） 

 

新島村 

神津島村 

大島町 

東京都 

利島村 

伊豆半島 

新島灯台 

× 

静岡県 

式根村 


